Heroin pulmonary edema(Kurzfassen) by 木下,安弘 & 中山,章
ふあっせん・くるつふあっせん・くるつふあっせん・くるつふあっせん・くるつふあっせん・くるつふあっせん・〈
急性ヘロイン中毒と肺水腫 
Heroin pulmonary edema -一一
現代文明に伴う急性ヘロイン中毒の問題が，そのさい生じる肺水腫を中心に，
医学的にも次第に大きな問題となってきた。男女を問わず，青少年層を中心とし
壮年層に及ぶ患者に起こる急性ヘロイン中毒の主因は，常用者に供給される静注
用ヘロインなるもののいかがわしさにある。ある調査では，でんぷんなどと混合
されたヘロイン含量が 1%以下から 77%であった。 したがって， 未知量のヘロ
イン静注により急速に昏睡と肺水腫が起こり，さらに不幸な場合には，発見され
たとき患者が静脈に針をさしたまま死亡(約 1%)しているということもある。
普通，救急車で運ばれてくる患者は，ほとんどすべて，昏睡状態にある。多く
の例で，チアノーゼ、がみられ，口腔あるいは鼻腔から泡沫の流出があり，縮瞳が
特徴的である。呼吸の状態は，強い呼吸抑制のため無呼吸に近いものから頻呼吸
まで，かなりさまざまである。肺の聴診で，両側肺底部から全肺野に水泡音が聞
かれる。その胸部X線像は，きわめて特徴的で，初めは両側性に肺胞性水腫陰影
が散在しているが，やがてこれが広範に融合し，正面像で心陰影の両側および肺
門部から肺野の末梢まで，実験的な血行力学的急性肺水腫にみられるのと同様な
パターンで，広がるようになる。注目すべきは，このさい心陰影の大きさが正常
であり，また，肺野に感染症を思わせる所見のないことである。腕機能検査では，
低換気，中等~重症の低 O2血症，肺活量の減少がみられるが，しかし，拡散能力
は正常である。また，頚静脈は怒張せず，中心静脈圧も，肺動脈ウエッジ圧も上
昇しない。したがって，ヘロイン肺水腫は左心不全に基づかない，いわば非心原
性肺水腫といってよいであろう。
急性肺水腫は，現在，発生機構をめぐり，①血行力学的肺水腫(左心不全)②
化学的肺水腫(肺毛細管透過性)に大別される。過去において，ヘロイン肺水題
の原因に， ヒポキシア，呼吸性アシドーシス， ヒスタミンの遊離，キニン系の直
接・間接の活性化，ヘロインあるいはその注射液の肺毛細管への直接的傷害，
肺毛細管高血圧，肺リンパの流出障害，中枢神経作用，急性アレルギー反応など
があげられてきた。しかし，いずれも仮説の域にとどまる。高地肺水腫，ショッ
ク肺との類似において，ヘロイン肺水腫の原因として最も期待された低換気，
低 O2血症も，急性ヘロイン中毒の実験では，霊長類はおろかほかの実験動物に
さえ，肺水腫を作ることができなかった。ヘロイン肺水腫の成因は，いかがわし
いヘロインなるもののように未知である。
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